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＜第３次島田市茶業振興基本計画の骨子＞ 

Ⅰ．計画の策定にあたって 

Ⅱ．現状と課題 

Ⅲ．めざす姿 

Ⅳ．めざす姿を実現するための施策（振興策） 

 １．今後の茶業を担う中心的経営体の育成・確保 

   ２．茶業経営の効率化と多様な生産体制の整備 

   ３．稼ぐ茶業に向けたブランド化と販路の拡大 

   ４．持続可能な茶業経営の推進 

   ５．島田市緑茶化計画を活用したお茶ＰＲの促進 

Ⅴ．参考資料 

  

概 要 版 



◆計画策定の趣旨 

 

島田市では、平成 23 年度に島田市お茶振興基本計画を策定したのち、平成 30 年度に第

２次島田市茶業振興基本計画（以下、第２次計画）を策定し、茶業の振興を図ってきまし

た。第２次計画では、「１.魅力ある茶業経営体の育成、２.茶園の集積や生産基盤の整備、

３.島田市のお茶のブランド化と販路の拡大、４.中山間地域の特性を活かした茶業の振興、

５.島田市緑茶化計画の推進」を５つの柱とし、事業を展開してまいりました。その中で、

認定農業者やビジネス経営体の育成支援、茶園の集積や基盤整備等による茶生産基盤の強

化、首都圏でのアンテナショップの実施、地域計画や有機農業実施計画の策定、輸出に向

けた取組支援、また、茶業振興協会、行政、農協、生産者及び茶商がそれぞれの役割を実践

してきたことで、一定程度の効果が現れたのではないかと思われます。 

しかしながら、茶業界を取り巻く情勢は大変厳しい状況が続いており、令和７年度の二

番茶以降に茶価が高騰したものの、今後の情勢が見通せないものとなっています。第３次

島田市茶業振興基本計画は、このように激しく変化する環境に対応し、島田市の茶業が活

力ある日本有数の茶産地として、持続的に維持・発展し、生産者が安定的に茶の生産を行

うことができるよう、「稼ぐ茶業」を目指して策定するものです。 

 

 第３次島田市茶業振興基本計画の指標 

項  目 令和７年度 令和 15 年度 

①市内共同茶工場の一番茶平均単価 2,381 円/㎏ 2,500 円/㎏ 

②農業所得でお茶が中心（50％以上）である認定農業者数 194 人 194 人 

③農地所有適格法人数 19 経営体 23 経営体 

④茶工場を経営する法人数（茶農協を除く） 17 経営体 21 経営体 

⑤農地中間管理機構による担い手への農地集積率 53.2％ 80％ 

⑥改植面積（平成 23 年度からの累計） 88.95ha 140ha 

⑦島田市内の茶商が取扱う輸出量 386ｔ 570ｔ 

⑧茶草場農法の認定者数 12 認定者 13 認定者 

⑨有機栽培茶の茶園面積 34.69ha 85 ㏊ 

⑩碾茶生産量 276ｔ 450ｔ 

⑪見本市やイベント等における島田市緑茶化計画関連グ

ッズ活用数（令和８年度からの累計） 
―   120 品 

 



◆めざす姿を実現するための施策（振興策） 

 

１．今後の茶業を担う中心的経営体の育成・確保                   

   持続可能で競争力のある茶産業を築くため、地域茶業の中心となり得る意欲と実行力

のある経営体を育成・確保に向けて取り組みます。 

（１）茶業経営の合理化 

（２）荒茶工場の経営強化 

（３）基幹作物を茶とした複合経営の取組推進 

 

２．茶業経営の効率化と多様な生産体制の整備                    

   茶園管理の省力化や茶園の集積、計画的な改植を進め、茶業経営の効率化を図るとと

もに、市場ニーズに対応した多様な茶生産体制の整備を推進します。 

（１）農地の集積、荒廃茶園の解消 

（２）効率的な茶園管理の推進 

（３）茶改植による品質向上及び戦略品種の普及促進 

 

３．稼ぐ茶業に向けたブランド化と販路の拡大                    

   島田市産のお茶の魅力を活かしたブランド化を進めるとともに、国内外への販路拡大

を図り、付加価値と需要の向上を目指します。 

（１）島田市のお茶のブランド化の推進 

（２）特色あるお茶づくりと消費者に求められるお茶の生産の支援 

（３）海外輸出の促進 

（４）世界農業遺産「静岡の茶草場農法」のＰＲと実践者への支援の促進 

（５）販路拡大に向けた取り組み 

 

４．持続可能な茶業経営の推進                           

   有機農業の推進や抹茶・碾茶など需要に応じた生産への転換を進め、生産から流通ま

で一貫した連携強化により、持続可能な茶業経営を推進します。 

（１）環境に配慮したお茶の生産の推進 

（２）有機栽培への転換 

（３）碾茶生産への支援 

 

５．島田市緑茶化計画を活用したお茶ＰＲの促進                   

島田市緑茶化計画を活用し、市民や市外の方へのお茶の魅力発信を強化することで、

消費拡大と茶業振興を図ります。 

（１）島田市緑茶化計画と連携して宣伝・ＰＲ活動の実施 

（２）茶文化の継承の推進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


